
 

                                                                             

 

 

 

 

 
 
 

「とてもいい気持ち」でスタート！ 

先日、美原中学校の出居校長先生から、「美原小の前を通りかかったとき、下校する青い

帽子の女の子が、『こんにちは』とあいさつをしてくれました。とてもいい気持ちになりま

した。」とのお話をいただきました。 

また、青少年育成推進員のお二人（学校運営協議会委員の菊川様、西様）がお見えにな

り校内をご覧いただいた際も「６年生が昨年に比べ、一回り大きく成長したように思いま

す。（６年生になった）自覚って、すごいですね。」とお褒めのお言葉をいただきました。

とてもうれしい気持ちになりました。 

進級してからの１週間。どの学年の子も張り切って学校生活を送っています。特に６年

生は、新しい最高学年として、朝１年生の教室で１年生にやさしくお世話をしたり、通学

班の班長として１年生のためにゆっくり歩いたり、委員会の委員長・副委員長等に立候補

してさっそく仕事をしたりと、大変な活躍をしています。紺色帽子の６年生は、とても張

り切っています！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

＜学校教育目標＞     自ら学び 心豊かでたくましい子どもの育成 
       考える子（かしこく） 思いやりのある子（やさしく） 元気な子（たくましく）                           

４月特別号 

４月１７日 

学校だよりはホームページに掲載されるため、お子様が第三者から特定されないよ

う、写真の向きや画質等を調整しています。校長室前のモニターでは、調整前の写真

を見ることができますので、ご来校の際にはぜひ、ご覧ください。 

朝、１年生の

手つだいをす
る６年生。 

とても良い姿
勢で話を聞く

６年生。 ５年生も集中
して学習して
います。 

班員のために
ゆっくり歩く
班長さん。 張り切って委員

会活動をする

５・６年生 

もくもく清掃で
学校をきれいに

しています。 



学校前の交差点に駅前交番の警察官の方が 

４月当初、学校前の交差点に新所沢駅前交番の警察官の方が立哨してくださいました。

１日だけでなく日替わりで数日間も立っていただき、スクールゾーンに入ろうとする車を

見ていただいたり、横断歩道を渡る子を指導していただいたりしました。本当に心強かっ

たです。新所沢駅前交番の皆様、ありがとうございました。 

この地域には、特に自転車も通行できる歩道があるため、

子どもたちにとっては危険な個所が多くあります。年度初め

のため、多くの保護者の皆様にも通学班に付き添っていただ

き、本当にありがとうございます。学校とご家庭、地域で一

緒になり子どもたちへの交通安全指導をしっかりと行い、今

年度も事故のない１年としていきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

読売ＫｏＤｏＭｏ新聞 
 

今年度も「読売ＫｏＤｏＭｏ新聞」が３～６年とおおぞら学級 

の全学級に毎週に届いています。（読売新聞社のご厚意による寄付 

です。）子ども用の新聞ですが、大人が読んでもとても勉強になり 

ます。今世界で起きていることに目を向け、自分の歩む未来につ 

いて考えるきっかけにもなるかと思います。朝の読書タイムに熱 

心に読んでいる子も多いです。 

ご家族の皆さんで読んでいただくのもおすすめですよ。 

「開かれた学校づくり」に向けて 
 

本校では「開かれた学校づくり」に向けて、いつでも保護者の皆様にご来校いただ

き、お子様の様子をご覧いただけるよう学校づくりを行っています。２階の「コミュ

ニティ・ルーム」は、ご来校いただいた保護者の皆様 

や地域の方用の休憩スペースです。ご来校の際には、 

ぜひご利用ください。 

また、今年度はＰＴＡ会議室が２階に移動しました。 

校長室や職員室が近くなりましたので、私もご来校い 

ただきましたＰＴＡ関係者の方に気軽にお声がけさせ 

ていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。 

「本」と「上履き」の寄付をお願いします 
 

今年度も「日本一の学校図書館」を目指し、蔵書の充実に取り組んでいきます！限

られた市の予算と愛校会のご支援を有効活用するため、もしご家庭にお子様が読まな

くなった本があったら、ぜひご寄付ください。 

また、上履きを忘れてきた子用に職員室で上履きの貸し出しをしているのですが、

貸し出せるものが少なくなってきました。もし、捨てるのにはもったいないけどお子

様が履けなくなった上履きがありましたら、ぜひご寄付ください。 


